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研究成果概要 

本研究の目的は、将来の超高エネルギー宇宙線観測施設の大規模化を想定して、現在に比

べて低コストで製作可能な検出器を開発し、宇宙線空気シャワー観測能力を実証することであ

る。本研究で開発した検出器 CRAFFT のプロトタイプは、受光面に 1 本の光電子増倍管のみ

を配置しており、空間分解や検出器 1 台辺り視野角が狭い。そこで、コストは抑えつつ宇宙線

空気シャワーの解析精度の向上や視野角の拡大を目的として、検出面の光電子増倍管の大き

さや配置の最適化を行った。図 1 は、今回検討した光電子増倍管の配置と、宇宙線空気シャワ

ーを再構成したときの到来方向の決定精度を表している。今後、本配置で望遠鏡を作成し、試

験観測を行う。また、今回検討した配置で使用する光電子増倍管(R877-100, Hamamatsu)の較

正に必要な測定も行った(図 2)。 
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図 2. 光電子増倍管の配置と入射光の入射角度ごと

の信号強度(左)と空気シャワー到来方向決定制度 
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図 1. 光電子増倍管(R877-

100)の感度マップ 


